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■地域の課題解決
三重県⽴南伊勢⾼等学校 南勢校舎
○⼈⼝減と少⼦⾼齢化が激しい南伊勢町の地域課題と向き合う
○地域ビジネス創出プロジェクト（⾏政や⺠間企業と連携して、地域資源を⽣かしたビジネスを創出）

・「セレクトギフト」プロジェクト…⽣徒が⾃ら地元特産品を選び、仕⼊れ交渉し、パッケージデザインし販
売する。

・「たいみー焼き」プロジェクト…南伊勢町のゆるキャラ「たいみー」にちなんだたい焼きを考案し、南伊勢
町のPRをしながら販売

・吉本興業と連携し、地域劇団を⽴ち上げ、公演を開催

■外国⼈⽣徒教育
三重県⽴飯野⾼等学校
○外国⼈⽣徒教育の拠点校として位置づけ
○外国⼈⽣徒⽀援専⾨員（ポルトガル語、スペイン語）２名を配置
○英語コミュニケーション科における特別枠選抜の募集⼈員を、「原則５名以内」から「原則10名以内」に拡

⼤、出願資格を、⼊国後「３年以内」から「６年以内」に拡⼤

■コミュニティスクール
三重県⽴紀南⾼等学校
○学校運営協議会（地域連携、進路⽀援、企画広報の３部会）の運営により、地域や⼩中学校と連携した授業の

取組、企業開拓、コミュニティ新聞の発⾏等を実施
○「対話集会」の実施（１年次）

・⽣徒⾃⾝が学校⽣活や進路について、地域の⼈々と意⾒交換
○デュアルシステムによるインターンシープの実施（２年次）
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（２）他県の事例

■キャンパス制（校舎制）
⼭⼝県⽴⼤津緑洋⾼等学校
○⼤津⾼校（普通科）、⽇置農業⾼校及び⽔産⾼校を再編統合して、３つの校地にある施設を活⽤した新⾼校を

設置
○各学科の連携を図りながら、学科の枠を越えた学習や多様な学習体験を可能に
○農業科、⽔産学科のイメージアップに成功→⼤きな定員割れを回避
○全⽣徒が、体験航海や農業体験など多様な経験が可能に
○スケールメリットが出て、部活動が盛んに（ラグビー部は全国⼤会に）

各校舎に核となる部を設置し、放課後にバスで移動
■地元⾃治体との連携・⽀援
島根県⽴飯南⾼等学校
○飯南町は幼保⼩中⾼の⼀貫教育をうたい、飯南⾼校魅⼒化事業を実施

・寮費補助（⽉1万円）、特別奨学⾦（成績優秀者に年10万円）の⽀給
・町営塾「飯南町学習⽀援館」（⽉謝5,000円）を運営
・スクールバス(３台)、⽀援バス（２台）の貸与

○中⾼の教員が密接に交流 → ティームティーチング、合同職員会議
○⽣徒同⼠も密接に交流 → 合同⽂化祭、部活動交流、合同勉強合宿
○町内中学校の成績上位⽣徒がこぞって飯南⾼校に進学→進学率向上（8割）
○⼤学進学実績が向上…毎年１０⼈程度の国公⽴⼤学⼊学者を輩出
○部活動も活性化されて好成績をのこすクラブも出現
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■道⽴⾼校の市への譲渡
北海道三笠⾼等学校
○道⽴⾼校の廃校と、三笠市⽴⾼校の新設を同時に実施（H23）
○敷地と校舎を北海道が三笠市に譲渡
○普通科から職業学科に転換、市⽴としては全国的にも珍しい「⾷物調理科」に。⾷のスペシャリストを養成
○三笠市が学⽣寮を増設・運営（寮費は⾷費のみ３万円）
○募集状況が⼤幅に改善（定員割れ→初年度２.２倍）

■施設⼀体型中⾼⼀貫連携校
秋⽥県⽴⽮島⾼等学校
○由利本荘市⽴⽮島中学校と同じ敷地内に同居→全国初の校舎⼀体型中⾼連携校
○⼀体型の職員室によって連携をスムーズに
○中⾼の教員が協⼒することで多様な教育課程やきめ細やかな⽣徒指導が可能に
○連携中学校から⼀定の進学者（43％）を持続

■地域の特⾊を⽣かした学科改編
⻑野県⽴⽩⾺⾼等学校
○国際観光科を新設
○伝統あるスキー部→７名のオリンピック選⼿がスーパーバイザー
○公営塾による学習サポート
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■スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）
横浜市⽴サイエンスフロンティア⾼等学校
○先端科学技術４分野（⽣命科学、ナノテク・材料、環境、情報）
○「ほんもの体験」をきっかけとした「驚きと感動による知の探究」
○ノーベル賞受賞者がスーパーアドバイザー、50⼈以上の科学技術顧問
○スーパーサイエンスハイスクール（コアSSH）とスーパーグローバルハイスクール
○特⾊ある⼊学試験（資料読み取り論述式）
○平成28年度に敷地内に附属中学校（定員80⼈）を開講予定
○初年度卒業者からは、東京⼤学・東京⼯業⼤学等への合格者
○２期⽣からは、国際地学オリンピック⾦メダリストを輩出

■グローバル教育科の新設＋国際バカロレア認定
⾼知県⽴⾼知南中学校・⾼等学校＋⾼知県⽴⾼知⻄⾼等学校（予定）
○グローバル教育科のなかに、グローバルコースと国際バカロレアコースを設置
○⾼度な英語運⽤能⼒や論理的思考⼒、課題解決能⼒、コミュニケーション能⼒育成


